
イ
ン
ド
の
大
乗
佛
教
は
中
観
と
唯
識
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
教
義
を
大
別
し
て
の
い
い
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
に
、

唯
識
佛
教
は
中
観
佛
教
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
大
乗
佛
教
に
お
い
て

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
中
観
佛
教
は
一
切
の
存
在
を
因
縁

生
と
な
が
め
て
「
空
」
と
い
う
。
し
か
し
、
唯
識
佛
教
は
一
切
の

存
在
を
自
我
の
心
の
あ
ら
わ
れ
と
な
が
め
て
「
唯
識
」
と
い
う
。

大
乗
佛
教
と
し
て
は
、
空
の
思
想
に
特
色
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
有
を
つ
く
り
だ
し
流
転
を
つ
づ
け
る
自
我
の
心
の
姿
も

反
省
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
自
我
の
心
の
反
省
の
教
学
、
こ
れ

が
唯
識
佛
教
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
事
実
、
中
観
佛
教
か
ら
唯

識
佛
教
へ
と
歴
史
的
に
展
開
し
、
後
期
に
な
る
と
、
中
観
琉
伽
派

と
い
う
よ
う
な
学
派
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
中
観
佛
教

と
唯
識
佛
教
と
は
大
乗
佛
教
思
想
の
、
い
わ
ば
、
二
本
柱
で
あ
る

イ
ン
ド
佛
教
へ
の
道
し
る
ゞ
へ
（
四
）

一

Ｉ
唯
識
佛
教
Ｉ

と
い
っ
て
よ
い
。
イ
ン
ド
大
乗
佛
教
思
想
を
学
ぼ
う
と
す
る
も
の

は
、
中
観
佛
教
と
と
も
に
唯
識
佛
教
を
学
ぶ
こ
と
が
、
是
非
と
も

必
要
で
あ
る
。

中
観
佛
教
は
、
佛
教
の
教
学
す
ら
否
定
し
て
、
空
の
真
実
を
た

だ
ち
に
体
験
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
反
し
て
、
唯
識

佛
教
は
、
佛
教
の
伝
統
的
な
ア
ビ
ダ
ル
↓
、
の
心
識
に
か
ん
す
る
学

説
や
業
習
に
か
ん
す
る
学
説
の
大
乗
的
な
発
展
で
あ
り
、
そ
の
学

説
が
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
で
あ
り
、
説
明
的
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、

唯
識
の
学
説
は
心
理
分
析
の
学
の
如
く
に
考
え
ら
れ
や
す
い
。
中

国
の
唯
識
学
派
で
あ
る
法
相
宗
と
い
う
名
称
は
、
こ
の
態
度
を
あ

ら
わ
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
唯
識

の
学
説
は
心
象
学
説
の
如
き
も
の
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
に
お
け
る

唯
識
学
派
の
名
称
は
、
唯
識
論
者
（
く
言
曽
騨
‐
日
弾
国
‐
ぐ
且
旨
）
と

い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
正
式
に
は
、
爺
伽
行
派
（
国
○
魑
○
胃
旨
）

と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
ば
あ
い
、
園
○
渦
○
胃
日
と
は
、
一
切

安

井

広

済

85



の
存
在
を
唯
識
な
り
と
観
ず
る
ヨ
ー
ガ
の
修
行
を
行
ず
る
者
の
意

味
で
あ
る
。
つ
ま
り
‐
唯
識
の
学
説
は
↑
人
間
の
心
理
分
析
の
学

の
如
く
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
、
唯
識
の
反
省
を
う
な
が
す
実
践

的
な
意
味
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
唯
識
の
学
説
は
、
こ
の

意
味
に
お
い
て
、
ま
た
大
乗
佛
教
の
空
の
思
想
の
流
れ
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
唯
識
を
学
ぼ
う
と
す
る
も
の

が
、
つ
ね
に
念
頭
に
お
い
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
点
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。さ

て
、
イ
ン
ド
の
唯
識
佛
教
を
学
ぶ
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。
「
道
し
る
》
へ
」
は
如
何
。
こ
れ
が
、
私
に
与
え
ら
れ
て
い
る

目
下
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
方
法

も
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
い
ま
こ
こ
で
、
と
り
あ
え
ず
私

は
、
先
の
本
誌
第
七
号
に
寄
稿
し
た
「
イ
ン
ド
佛
教
へ
の
道
し
る

蕪
へ
」
（
中
観
佛
教
）
に
な
ら
い
、
ま
ず
、
唯
識
佛
教
に
か
ん
す
る

諸
文
献
と
、
こ
れ
ら
に
た
い
す
る
文
献
学
的
な
諸
研
究
と
を
紹
介

し
、
「
道
し
る
ゞ
へ
」
の
一
端
と
し
た
い
。
近
代
に
お
け
る
唯
識
佛

教
の
研
究
は
、
中
観
佛
教
と
同
じ
く
、
梵
語
や
チ
雫
ヘ
ッ
ト
語
に
よ

る
文
献
学
的
な
研
究
に
よ
っ
て
、
半
世
紀
ほ
ど
の
間
に
め
ざ
ま
し

い
進
歩
を
と
げ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
文
献
学
的
な
研

’
一

究
の
領
域
に
つ
い
て
知
識
を
も
つ
こ
と
が
、
学
問
を
す
る
者
に
と

っ
て
、
ま
ず
第
一
に
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ａ

琉
伽
行
派
の
諸
論
害
を
見
る
と
、
多
く
の
大
乗
経
典
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
唯
識
思
想
の
典
拠
と
な
る
文
献
と
し

て
、
特
に
注
意
す
べ
き
も
の
は
、
次
の
三
つ
の
経
典
で
あ
る
。

①
「
解
深
密
経
」
（
蟹
昌
目
目
局
日
Ｃ
ｓ
口
騨
‐
呂
芽
四
・
）

こ
の
経
典
は
、
唯
識
思
想
の
源
流
と
し
て
最
も
重
ん
ぜ
ら
れ
る

根
本
経
典
で
、
ア
ー
ラ
ャ
識
説
、
三
性
説
、
三
無
性
説
、
止
観
行

に
よ
る
唯
識
説
、
十
波
羅
蜜
、
佛
身
な
ど
の
重
要
教
義
を
説
い
て

い
る
。
西
暦
紀
元
後
二
○
○
’
三
○
○
年
ご
ろ
に
成
立
し
た
経

典
と
推
定
さ
れ
る
。
梵
語
原
典
は
発
見
さ
れ
な
い
が
、
チ
・
ヘ
ッ
ト

訳
と
漢
訳
と
が
存
す
る
。
漢
訳
は
、
全
訳
と
し
て
菩
提
流
支
訳
と

玄
英
訳
と
が
あ
り
、
部
分
訳
と
し
て
求
那
賊
陀
羅
訳
と
真
諦
訳
と

が
あ
る
。
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
は
全
訳
で
、
ラ
モ
ー
ト
教
授
に
よ
っ
て
出

版
さ
れ
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ラ
モ
ー
ト
教

授
の
刊
行
本
は
、
還
元
梵
語
を
数
多
く
註
記
す
る
の
で
、
解
読

に
便
利
で
あ
る
（
普
目
目
目
Ｈ
目
Ｃ
Ｏ
四
国
画
呂
可
鱒
』
巳
①
恩
胃
昌
。
旨
号
、

冒
国
昇
陣
の
⑳
）
弓
①
ｘ
汁
①
目
ご
鼻
凹
自
国
呂
威
鼻
弓
吋
四
ロ
ロ
ヰ
も
ゅ
同
両
武
①
ロ
ロ
の

冒
冒
○
ヰ
の
』
ご
誤
）
。
な
お
、
本
書
に
は
、
チ
簿
ヘ
ッ
ト
訳
に
、
⑩
無
着

（
雷
自
彊
）
の
註
釈
、
②
智
蔵
（
百
自
侭
胃
９
画
）
の
〈
慈
氏
章
〉
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の
み
の
註
釈
、
③
覚
通
（
団
○
号
旨
』
且
冨
）
の
註
釈
、
と
の
三
種

類
の
註
釈
書
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
い
は
西
尾
京
雄

教
授
に
よ
っ
て
邦
訳
さ
れ
（
「
佛
地
経
論
の
研
究
」
、
破
塵
間
、
昭
和
十

五
年
、
及
び
、
大
谷
学
報
、
第
二
十
二
巻
、
第
一
、
三
号
）
、
②
と
③

の
〈
慈
氏
章
〉
と
は
野
沢
静
証
博
士
に
よ
っ
て
邦
訳
さ
れ
て
い
る

（
「
大
乗
佛
教
聡
伽
行
の
研
究
」
、
法
蔵
館
）
。
ま
た
、
長
沢
実
導
博
士

「
解
深
密
経
分
別
琉
伽
品
の
研
究
」
（
大
正
大
学
研
究
紀
要
、
第
四
十

三
輯
）
が
あ
る
。

②
「
大
乗
阿
毘
達
磨
経
」
（
Ｐ
ｇ
昼
冨
鼎
日
雀
‐
呂
可
鱒
）

こ
の
経
典
は
、
現
存
し
な
い
経
典
で
あ
る
が
、
ア
ー
ラ
ャ
識
思

想
を
語
る
注
意
す
べ
き
経
典
で
あ
っ
て
、
「
摂
大
乗
論
」
な
ど
の

唯
識
関
係
の
論
耆
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
宇
井
伯
寿
博

士
「
摂
大
乗
諭
研
究
」
（
二
八
頁
以
下
）
、
同
博
士
「
大
乗
阿
毘
達

磨
経
と
摂
大
乗
諭
」
（
宗
教
研
究
新
一
○
巻
、
四
）
・
「
再
び
摂
大

乗
諭
と
大
乗
阿
毘
達
磨
経
と
に
つ
い
て
」
（
駒
沢
佛
教
年
報
、
五
巻
、

一
）
な
ど
参
照
の
こ
と
。

⑧
「
入
梧
伽
経
」
Ｐ
騨
己
畠
ぐ
ゅ
菌
国
‐
呂
可
煙
）

こ
の
経
典
は
、
大
乗
佛
教
の
多
種
の
重
要
教
義
を
書
き
と
め
た

一
大
要
集
の
如
き
経
典
で
あ
っ
て
、
解
深
密
経
の
よ
う
に
も
っ
ぱ

ら
唯
識
思
想
を
語
る
経
典
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
八
識
、
三

性
、
重
習
の
教
義
が
述
令
へ
ら
れ
て
お
り
、
ア
ー
ラ
ャ
識
が
如
来
蔵

と
結
び
つ
け
ら
れ
る
な
ど
、
唯
識
思
想
研
究
に
注
意
す
べ
き
問
題

を
含
ん
だ
経
典
で
あ
る
。
成
立
は
、
大
乗
佛
教
の
多
種
の
教
義
を

含
む
と
こ
ろ
か
ら
、
解
深
密
経
と
同
時
代
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
よ

り
す
こ
し
く
だ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
梵
語
原
典
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
、
漢
訳
、
い
ず
れ
も
存
す
る
。
漢
訳
に
は
、
求
那
賊

陀
羅
訳
（
四
巻
）
、
菩
提
流
支
訳
（
十
巻
）
、
実
叉
難
陀
訳
（
七
巻
）

の
三
種
が
あ
り
、
梵
語
原
典
は
南
条
文
雄
博
士
に
よ
っ
て
刊
行
さ

れ
て
い
る
（
大
谷
大
学
発
行
、
一
九
二
三
年
）
。
本
経
に
た
い
す
る
研

究
の
ま
と
ま
っ
た
業
績
と
し
て
は
鈴
木
大
拙
博
士
の
英
文
の

「
翻
訳
」
、
「
研
究
」
、
「
索
引
」
の
三
部
の
大
作
が
あ
る
。
（
目
。

Ｐ
四
回
丙
酔
ぐ
ゅ
庁
脚
吋
騨
の
ロ
吋
四
｝
ぬ
庁
ロ
。
肘
の
許
口
汁
彦
①
旧
四
画
丙
脚
ご
凹
斤
抑
Ｈ
④
⑳
ロ
ヰ
四
一

シ
邑
冒
Ｑ
①
ｘ
庁
。
昏
の
５
罵
倒
ぐ
ぃ
融
国
獣
詳
国
）
。
邦
訳
と
し
て
、
泉

芳
環
教
授
の
「
邦
訳
梵
文
入
拐
伽
経
」
が
あ
る
が
、
か
な
り
翻
訳

が
杜
撰
で
あ
る
。
筆
者
は
最
近
、
梵
文
和
訳
を
試
み
、
「
無
常
品
」

よ
り
「
食
肉
品
」
ま
で
念
．
届
？
や
囲
巴
を
公
表
し
た
（
「
大
谷

大
学
研
究
年
報
」
第
二
十
集
。
「
大
谷
学
報
」
第
四
十
八
巻
、
二
・
第
四

十
三
巻
、
二
）
。
な
お
、
本
経
に
は
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
智
吉
祥
賢

（
百
目
四
鱒
号
冨
号
煙
）
の
註
釈
害
が
あ
り
、
山
口
益
博
士
に
よ
っ

て
そ
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
「
智
吉
祥
賢
の
入
榴
伽
経
註
に
つ

い
て
」
、
日
本
佛
教
学
会
年
報
、
八
）
。
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ｂ

イ
ン
ド
の
唯
識
佛
教
は
「
解
深
密
経
」
な
ど
の
経
典
を
所
依
と

し
、
無
着
（
Ｐ
め
自
彊
臼
？
笛
ｅ
、
世
親
（
ぐ
ゅ
⑳
号
自
己
ロ
届
隠
？

き
ｓ
の
兄
弟
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
１
世
親
の
年

代
に
つ
い
て
は
論
議
が
あ
り
、
四
○
○
’
四
八
○
と
も
さ
れ
る
．
桜
部

達
氏
「
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
の
世
親
年
代
論
に
つ
い
て
」
（
印
佛
研
一
、
二
、

服
部
正
明
氏
「
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
及
び
そ
の
周
辺
の
年
代
」
（
塚
本
善
隆
博

士
蛆
寿
記
念
論
集
）
燕
伽
行
派
の
伝
説
に
よ
る
と
、
兄
の
無
着

は
兜
率
天
の
弥
勒
菩
薩
か
ら
教
え
を
受
け
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

以
下
に
紹
介
す
る
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
「
中
辺
分
別
論
」
「
法
法
性

分
別
論
」
「
現
観
荘
厳
論
」
「
究
筧
一
乗
宝
性
諭
」
は
、
チ
ベ
ッ

ト
の
伝
承
に
よ
る
と
、
釈
諭
が
世
親
あ
る
い
は
無
着
の
作
も
あ
る

が
、
木
偶
は
す
べ
て
弥
勒
の
作
と
さ
れ
、
弥
勒
の
五
部
の
論
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
漢
訳
に
よ
る
と
、
最
初
に
あ
げ
る
「
球
伽

師
地
諭
」
は
弥
勒
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
神
秘
な
伝
説

で
あ
る
が
、
無
着
以
前
に
す
で
に
歴
史
上
の
先
輩
と
な
る
諭
師
が

存
在
し
た
こ
と
を
示
す
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
弥
勒
菩
薩

を
無
着
の
心
中
に
映
じ
た
啓
示
的
存
在
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
弥
勒
と
無
着
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
異
論
が
あ
る
。
い
ま
、

こ
れ
ら
の
論
言
と
文
献
研
究
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

い
「
諭
伽
師
地
諭
」
倉
○
鴇
ｏ
胃
号
目
目
）

漢
訳
に
よ
る
と
弥
勒
の
作
と
さ
れ
る
が
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
よ
る

と
無
着
の
作
と
さ
れ
る
。
ア
ー
ラ
ャ
識
説
、
三
性
三
無
性
説
、
唯

識
説
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
学
説
、
菩
薩
の
教
義
な
ど
種
々
の
問
題
を
集

成
す
る
彪
大
な
諭
書
で
あ
っ
て
、
癒
伽
行
派
の
学
説
の
発
展
の
基

礎
に
な
っ
た
最
初
期
の
諭
吉
と
見
ら
れ
る
。
漢
訳
に
は
、
玄
英
訳

一
○
○
巻
の
完
本
の
外
に
、
部
分
訳
と
し
て
、
菩
薩
地
に
あ
た
る

「
菩
薩
地
持
経
」
（
曇
無
誠
訳
）
、
「
菩
薩
善
戒
経
」
（
求
那
政
摩
訳
）

決
択
分
の
初
め
に
あ
た
る
「
決
定
蔵
論
」
（
真
諦
訳
）
が
あ
る
。

ま
た
、
チ
＄
ヘ
ッ
ト
訳
も
完
本
と
し
て
あ
る
が
、
梵
語
原
典
の
完
本

は
な
い
。
現
在
、
公
刊
の
部
分
的
梵
本
と
し
て
は
、
荻
原
雲
来
博

士
に
よ
っ
て
校
訂
出
版
さ
れ
た
菩
薩
地
の
梵
本
局
○
号
冒
斥
ぐ
“
‐

ず
目
目
も
ご
ｏ
房
．
目
。
罫
ｏ
こ
ぎ
‐
ご
獣
）
と
、
最
近
、
バ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ル
ャ
教
授
が
、
ラ
ー
フ
ラ
・
サ
ン
ク
リ
テ
ィ
ヤ
ー
ヤ
ナ
氏
が
チ
ベ

ッ
ト
で
発
見
し
た
梵
文
写
本
に
も
と
づ
い
て
、
第
一
分
冊
と
し
て

校
訂
出
版
し
た
本
地
分
の
五
識
身
相
応
地
か
ら
無
尋
無
伺
地
ま
で

（
漢
訳
第
一
巻
’
第
十
巻
）
の
梵
本
（
昌
皀
の
閂
。
咽
。
習
号
目
目
旦

シ
○
画
昌
国
Ｐ
め
四
口
、
四
》
且
．
豆
『
ぐ
昼
彦
口
昏
①
匡
国
Ｈ
色
団
ぼ
ゅ
倖
口
○
面
四
畳
四
》
勺
包
再

］
》
ロ
コ
弓
の
国
辱
且
９
庁
巨
詐
騨
』
岳
司
）
と
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

本
耆
の
研
究
と
し
て
は
、
宇
井
伯
寿
博
士
に
「
琉
伽
論
研
究
」

（
岩
波
書
店
）
、
「
梵
漢
対
照
・
菩
薩
地
索
引
」
（
西
蔵
大
蔵
経
研
究

会
）
が
あ
り
、
ま
た
、
同
博
士
は
、
か
つ
て
「
摂
決
択
分
」
と
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「
決
定
蔵
論
」
と
の
詳
細
な
対
照
研
究
を
し
た
（
印
度
哲
学
研
究
第

六
）
。
な
お
、
本
書
の
註
釈
と
し
て
↑
漢
訳
に
、
最
勝
子
（
］
旨
名
冒
‐

ｑ
ｐ
）
の
「
爺
伽
師
地
論
釈
」
（
第
一
巻
の
み
）
が
あ
り
、
チ
ベ
ッ

ト
訳
に
、
徳
光
（
の
目
騨
冒
号
目
）
の
「
菩
薩
地
註
」
、
同
じ
く
徳

光
の
「
菩
薩
戒
品
疏
」
、
最
勝
子
の
「
菩
薩
戒
品
広
疏
」
、
海
雲

（
断
盟
３
日
①
唱
色
）
の
「
諭
伽
行
地
中
菩
薩
地
解
説
」
が
あ
る
。

②
「
大
乗
荘
厳
経
諭
」
（
巨
四
冨
樹
国
四
‐
呂
吋
巴
伊
日
属
国
）

佛
、
菩
薩
の
実
践
論
を
各
種
の
方
面
よ
り
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
に
説

明
し
荘
厳
し
た
論
著
。
梵
語
原
典
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
、
漢
訳
、
い
ず

れ
も
存
在
す
る
。
梵
本
に
著
者
名
を
記
さ
な
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳

に
よ
る
と
、
本
偶
は
弥
勒
、
釈
論
は
世
親
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
漢
訳
に
よ
る
と
、
木
偶
も
釈
諭
も
無
著
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、

著
者
に
つ
い
て
異
論
が
あ
る
。
梵
本
は
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
イ
に

よ
っ
て
ネ
。
〈
－
ル
よ
り
発
見
さ
れ
一
九
○
七
年
に
校
訂
出
版
さ
れ
、

（
勝
目
唱
》
昌
騨
鼠
薗
口
凹
‐
閨
茸
豊
四
冒
圃
３
．
９
国
の
岳
Ｓ
）
、
一
九
一
一

年
に
フ
ラ
ン
ス
訳
さ
れ
た
。
宇
井
伯
寿
博
士
の
邦
訳
「
大
乗
荘
厳

経
論
の
研
究
」
（
岩
波
書
店
）
が
あ
り
、
ま
た
、
長
尾
雅
人
博
士
は

本
書
の
「
梵
蔵
索
引
」
と
「
蔵
梵
索
引
」
と
の
二
冊
を
出
版
し
た

（
冒
号
〆
甘
昏
①
冒
旦
背
ご
習
国
‐
曽
曾
己
自
身
目
．
ｐ
》
も
胃
匡
〕
毛
騨
鼻
目
・
日

本
学
術
振
興
会
）
。
こ
れ
ら
は
、
本
書
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
見
逃

す
こ
と
の
で
き
な
い
労
作
で
あ
る
。
な
お
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ

イ
本
の
欠
文
を
補
填
す
る
研
究
と
し
て
、
武
内
紹
晃
教
授
「
大
谷

探
検
隊
招
来
の
〈
大
乗
荘
厳
経
諭
〉
に
つ
い
て
」
（
龍
谷
大
学
諭
集

Ｚ
。
＆
圏
》
弓
．
忌
‐
雪
）
が
あ
る
。
本
書
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
、

安
恵
（
砕
巨
風
冒
騨
は
）
、
無
性
（
シ
“
ぐ
号
厨
ぐ
ゅ
）
、
智
吉
祥
Ｑ
鼠
！

ｐ
鼠
国
）
の
三
種
の
註
釈
害
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
利
他

賢
（
勺
閏
昏
洋
号
冨
身
四
）
の
「
荘
厳
経
諭
初
二
偶
解
説
」
が
あ

る
。
野
沢
静
証
博
士
「
利
他
賢
造
〈
荘
厳
経
諭
初
二
偶
解
説
〉
に

つ
い
て
」
（
宗
教
研
究
二
、
二
）
、
「
智
吉
祥
造
〈
荘
厳
経
諭
総
義
〉

に
つ
い
て
」
（
佛
教
研
究
二
、
二
）
な
ど
参
照
。

③
「
中
辺
分
別
論
」
（
昌
騨
目
鼠
口
冨
ぐ
号
冨
鳴
）

大
乗
佛
教
の
根
本
思
想
で
あ
る
中
道
を
弁
別
し
明
碓
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
三
性
説
に
よ
っ
て
唯
識
説
の
立
場
や
実
践
の
中

道
た
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
梵
語
原
典
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
、

漢
訳
（
真
諦
訳
、
玄
奨
訳
）
、
い
ず
れ
も
存
在
し
、
本
偶
は
弥
勒

釈
論
は
世
親
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
安
恵
の
註
釈
が
つ
い
た
梵
木

が
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
イ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
こ
れ
を
山
口
益

博
士
が
校
訂
出
版
し
（
鷲
宮
３
日
：
》
巨
農
耳
習
］
国
風
冒
凋
昌
圃
》

ｚ
侭
。
冨
己
筐
）
、
つ
づ
い
て
和
訳
し
、
さ
ら
に
、
本
論
の
漢
訳
二

本
と
チ
ー
、
ヘ
ッ
ト
本
と
の
対
照
本
を
出
版
し
た
。
（
鈴
木
学
術
財
団
よ

り
再
刊
）
。
な
お
、
バ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ル
ヤ
教
授
と
ツ
ゥ
ッ
チ
教
授

に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
梵
本
も
あ
る
。
ま
た
、
長
尾
雅
人
博
士
に
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よ
っ
て
も
世
親
釈
本
論
の
梵
本
が
校
訂
出
版
さ
れ
て
い
る
（
冨
騨
‐

号
乱
口
冨
ぐ
旨
〕
凋
四
‐
田
園
留
曾
》
§
辱
○
后
霞
）
。
な
お
ま
た
、
本
書
に

は
部
分
的
翻
訳
と
し
て
、
ス
チ
ェ
ル
バ
ッ
キ
ー
の
英
訳
（
國
目
ｏ
‐

昏
の
３
国
ロ
呂
巨
ｏ
餌
ｚ
ｏ
苫
匿
認
）
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
英
訳

（
ご
ヰ
の
。
胃
己
亀
）
、
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
の
英
訳
（
三
。
ロ
ロ
ョ
の
冒
国
冒
噌
‐

○
日
８
目
〆
》
ご
閉
）
が
あ
る
。

側
「
法
法
性
分
別
論
」
（
ロ
冒
吋
日
沙
号
肖
目
四
画
く
ぎ
冒
唱
）

法
（
緋
染
）
よ
り
法
性
（
清
浄
）
へ
の
転
入
の
理
論
を
究
明
し

弁
別
す
る
小
論
。
木
而
は
弥
勒
、
釈
諭
は
世
親
の
作
で
あ
る
。
梵

文
の
断
叶
と
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
と
が
存
す
る
が
、
漢
訳
は
存
し
な
い
。

梵
文
断
片
は
河
合
英
男
氏
に
よ
っ
て
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
イ
刊
行

の
大
乗
荘
厳
経
論
梵
本
の
末
尾
に
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
発
見
せ

ら
れ
、
山
川
益
博
士
に
よ
っ
て
仔
細
に
証
定
せ
ら
れ
学
界
に
公
表

さ
れ
た
（
山
口
益
「
法
法
性
分
別
論
の
梵
文
断
片
」
大
谷
学
報
一
七
、

四
）
。
ま
た
、
こ
れ
に
さ
き
だ
ち
、
チ
、
ヘ
ヅ
ト
訳
に
つ
た
わ
る
世

親
釈
と
本
論
と
が
山
口
博
士
に
よ
っ
て
邦
訳
さ
れ
て
い
る
（
「
常
盤

博
士
還
暦
記
念
論
叢
」
所
収
）
。
な
お
、
梵
文
断
片
は
「
山
口
博
士

還
暦
記
念
論
叢
」
の
中
に
野
沢
静
証
博
士
に
よ
っ
て
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳

と
と
も
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
研
究
と
し
て
は
、
金
倉
円
照
博

士
一
‐
弥
勒
の
法
法
性
弁
別
論
に
つ
い
て
」
（
叙
説
、
第
二
輯
弓
、
忠

ｌ
Ｅ
ｇ
が
注
意
さ
れ
る
。

⑤
「
現
観
荘
厳
論
」
（
シ
ワ
巨
困
日
葛
己
四
目
訂
国
）

弥
勒
の
著
作
。
二
七
二
偶
よ
り
成
り
、
般
若
経
の
内
容
を
、
佛

道
修
行
の
段
階
に
も
と
づ
い
て
八
章
の
組
織
で
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
、
般
若
経
に
た
い
す
る
琉
伽
行
派
的
理
解
を
示
す
而
香
で
あ

る
。
イ
ン
ド
で
は
、
大
智
度
而
の
よ
う
な
般
若
経
註
釈
は
ま
れ
で

あ
り
、
八
千
頌
、
二
万
五
千
頌
な
ど
の
般
若
経
解
釈
に
、
す
ぺ
て

現
観
荘
厳
論
の
方
法
が
適
用
さ
れ
る
。
梵
語
原
典
と
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳

は
存
す
る
が
、
漢
訳
は
な
い
。
オ
ー
ベ
ル
ミ
ラ
ー
が
ス
チ
ェ
ル
バ

ッ
キ
ー
と
共
に
梵
本
を
刊
行
し
、
ま
た
、
ツ
ゥ
ッ
チ
教
授
も
梵

文
を
刊
行
し
た
が
、
荻
原
雲
来
博
士
が
刊
行
し
た
ハ
リ
バ
ド
ラ

（
国
肖
号
冨
９
ｍ
）
の
「
八
千
頌
般
若
経
に
た
い
す
る
註
釈
」
（
シ
ヮ
目
‐

の
煙
目
色
ご
巴
凰
時
目
巴
○
冨
冒
且
副
圖
国
目
国
ご
乱
匡
制
）
の
中
に
、
全

偶
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
、
、
ヘ
ル
、
、
、
ラ
ー
の
研
究
（
肯
菌

○
国
の
冒
巨
国
ご
総
』
弓
皇
山
路
）
が
あ
り
、
コ
ン
ゼ
博
士
の
英
訳

（
の
：
の
Ｏ
１
ｇ
菖
罰
。
目
餌
自
』
乞
麗
）
が
あ
り
、
ま
た
、
荻
原
雲
来

文
集
に
「
現
観
荘
厳
諭
玄
談
」
、
「
現
観
荘
厳
論
和
訳
」
が
あ
る
。

（
こ
の
項
、
詳
し
く
は
山
田
龍
城
著
「
梵
語
佛
典
の
諸
文
献
」
一
二
八
頁
、

参
照
）
。
近
時
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
註
釈
に
た
い
す
る
研
究
が
す
す
め

ら
れ
、
天
野
宏
英
氏
「
現
観
荘
厳
論
の
著
作
目
的
に
つ
い
て
」

（
印
佛
研
、
一
九
、
二
）
、
同
氏
「
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
二
諦
説
」
（
印
佛

研
、
一
三
、
二
）
、
真
野
龍
海
氏
「
ハ
リ
バ
ド
ラ
小
註
の
研
究
」
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（
浄
土
宗
教
学
院
、
佛
教
論
叢
、
八
号
、
九
号
。
大
正
大
学
研
究
紀
要
、

五
二
）
な
ど
が
あ
る
。

⑥
「
究
黄
一
乗
宝
性
諭
」
（
崗
凹
自
侭
○
耳
曾
く
ぎ
冨
唱
‐
目
秒
厨
‐

ぐ
倒
口
○
庁
汁
四
月
⑳
汁
四
ご
汁
Ｈ
Ｐ
の
倒
黒
Ｈ
色
）

如
来
蔵
思
想
を
集
成
し
組
織
的
に
説
い
た
代
表
的
な
諭
吉
。
梵

語
原
典
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
、
漢
訳
、
い
ず
れ
も
存
在
す
る
。
梵
語
原

典
に
作
者
を
記
さ
な
い
が
、
漢
訳
で
は
堅
恵
（
の
胃
四
目
窪
は
）
の
作

と
す
る
。
し
か
し
チ
…
ヘ
ッ
ト
訳
で
は
、
木
偶
を
弥
勒
、
釈
諭
を

無
着
の
作
と
す
る
。
本
書
の
研
究
は
、
オ
ー
ベ
ル
、
、
、
ラ
ー
教
授
が
チ

ベ
ッ
ト
訳
の
英
訳
を
発
表
し
（
普
匡
目
の
の
日
の
胃
の
旦
昏
。
９
①
鼻

昌
①
冒
巳
①
さ
の
巴
ぐ
ゅ
は
○
口
》
シ
○
国
○
且
①
具
己
屋
胃
〆
》
己
望
）
、
ジ
ョ
ン

ス
ト
ン
教
授
が
梵
本
を
刊
行
（
国
．
国
．
］
ｏ
目
黒
。
冒
痔
目
。
ｇ
君
号
‐

目
吋
閨
↓
目
ロ
①
局
凹
言
国
脆
○
耳
曽
『
旨
ご
山
、
四
旨
印
巨
凹
ビ
ロ
ロ
○
洋
四
Ｈ
凹
冨
ロ
ヰ
凹
獣
め
吋
包
》

四
目
囚
ご
巴
）
し
て
以
来
、
急
速
に
進
み
、
宇
井
伯
寿
博
士
は
「
宝

性
論
研
究
」
（
梵
文
邦
訳
岩
波
書
店
）
を
発
表
し
、
中
村
瑞
隆
博

士
は
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
刊
行
本
を
校
訂
し
ロ
ー
マ
字
化
し
、
こ
れ
を

漢
訳
と
対
照
し
て
発
表
し
た
（
山
喜
房
）
。
ま
た
、
最
近
、
中
村
博

士
は
「
蔵
和
対
訳
・
究
寛
一
乗
宝
性
諭
研
究
」
（
梵
蔵
漢
対
照
の
索

引
を
含
む
、
鈴
木
学
術
財
団
）
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
高
崎
直
道
氏

は
梵
文
の
英
訳
を
発
表
し
た
金
目
①
○
国
の
具
己
屍
。
目
色
ぐ
巳
．
鵠
』

用
へ
○
口
〕
騨
冒
＠
つ
つ
）
。

ｃ

右
は
、
弥
勒
の
作
と
さ
れ
る
も
の
、
及
び
、
弥
勒
の
作
で
無
着

あ
る
い
は
世
親
に
よ
っ
て
註
釈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
無
着
に

は
、
次
の
よ
う
な
独
自
の
体
系
的
な
著
作
が
あ
る
。

⑦
「
摂
大
乗
論
」
（
旨
煙
園
圃
口
閉
Ｐ
日
四
四
盲
）

大
乗
佛
教
思
想
を
包
摂
す
る
佛
教
概
論
と
も
い
う
￥
へ
き
論
言
。

ア
ー
ラ
ャ
識
、
三
性
、
唯
識
、
菩
薩
、
佛
な
ど
の
項
目
に
わ
た
り
、

球
伽
唯
識
思
想
が
整
然
た
る
組
織
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
梵
語

原
典
は
発
見
さ
れ
な
い
が
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
と
が
あ
り
、
ま

た
、
「
世
親
釈
諭
」
と
「
無
性
釈
諭
」
と
が
い
ず
れ
も
、
チ
ベ
ッ

ト
訳
と
漢
訳
と
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
秘
義
分
別
摂
疏
」

と
い
う
著
者
不
明
の
註
釈
が
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
所
知
依
分
の
み
の
註
釈
で
あ
る
。
従
来
、
日
本
に
お
け
る

摂
大
乗
論
の
研
究
は
、
漢
訳
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
、

旧
訳
で
あ
る
真
諦
訳
と
新
訳
で
あ
る
玄
英
訳
と
の
相
異
が
強
調
せ

ら
れ
、
新
旧
両
訳
の
優
劣
に
研
究
の
重
点
を
お
い
た
感
が
あ
る
。

宇
井
博
士
の
大
作
で
あ
る
「
接
大
乗
論
研
究
」
（
昭
和
十
年
）
で
は
、

川
訳
が
新
訳
よ
り
勝
れ
た
幾
多
の
長
所
を
も
つ
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
が
準
梵
語
原
典
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

ラ
モ
ー
ト
教
授
は
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
の
フ
ラ
ン
ス
訳
を
多
く
の
還
元
梵

語
を
註
記
し
て
発
表
し
た
（
園
の
○
日
日
の
目
⑦
昌
且
ぐ
①
冨
○
己
。
、
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冒
目
の
函
》
冒
冒
ぐ
四
目
匿
烏
１
＄
）
。
ま
た
、
佐
々
木
月
樵
教
授
は
昭

和
六
年
に
山
口
益
博
士
と
と
も
に
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
附
し
た
漢
訳
四

本
対
照
の
「
摂
大
乗
諭
」
を
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、
本
書
の
原
典

研
究
と
し
て
は
、
長
尾
雅
人
博
士
「
摂
大
乗
諭
世
親
釈
の
漢
蔵
本

対
照
」
（
東
方
学
報
、
京
都
第
十
三
冊
第
二
分
、
昭
和
十
八
年
）
、
武
内

紹
晃
教
授
「
摂
大
乗
諭
世
親
釈
所
知
依
分
の
組
織
と
内
容
」
（
所

知
依
分
の
邦
訳
、
プ
リ
ン
ト
本
、
ご
畠
）
が
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
論

説
と
し
て
、
高
田
仁
覚
教
授
「
摂
大
乗
諭
に
お
け
る
阿
頼
耶
祇
設

定
の
密
意
」
（
密
教
文
化
、
第
二
十
一
号
）
な
ど
が
あ
る
。

㈲
「
阿
毘
達
磨
集
諭
」
（
Ｐ
ご
亘
口
菌
Ｈ
目
Ｐ
笛
目
ｐ
ｇ
昌
四
）

種
盈
の
佛
教
の
法
相
を
分
類
し
説
明
す
る
阿
毘
達
磨
論
吾
で
あ

る
が
、
小
乗
の
阿
毘
達
磨
の
法
相
と
異
っ
て
お
り
、
爺
伽
師
地
諭

に
関
係
を
も
つ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
梵
語
原
典
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
、

漢
訳
、
い
ず
れ
も
存
す
る
。
梵
語
原
典
は
ラ
ー
フ
ラ
・
サ
ン
ク
リ

ト
ャ
ー
ャ
ナ
氏
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
で
発
見
さ
れ
、
こ
れ
を
ゴ
ー

カ
レ
ー
教
授
が
公
表
し
（
国
樹
目
の
昇
陣
ｏ
冒
昏
の
シ
豆
］
畠
〕
胃
日
射
秒
‐

日
ロ
の
８
割
四
ｇ
シ
ｍ
目
盟
自
○
ｐ
Ｈ
己
己
旦
昏
①
国
○
目
ず
昌
判
国
引
色
口
の
盲
同
ｇ
剖
巴

陦
菌
胃
留
日
①
ご
》
Ｚ
．
“
罫
『
巳
圏
》
（
忌
合
）
弓
届
‐
鵠
）
、
さ
ら
に
、

プ
ラ
ダ
ン
氏
が
ゴ
ー
カ
レ
ー
本
の
欠
文
の
部
分
を
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
と

漢
訳
と
に
よ
っ
て
梵
語
に
還
元
し
て
補
い
刊
行
（
国
曾
冒
且
卑
曾
‐

Ｑ
宮
四
口
》
シ
ヴ
冨
旦
彦
胃
目
印
閻
日
ロ
月
色
望
四
ｇ
Ｐ
閏
．
沁
口
》
暑
扇
ご
色
‐
國
国
司
騨
首

の
言
呂
の
“
屋
」
普
冒
冒
房
。
菌
。
ご
巴
）
し
た
。
ま
た
、
本
書
の
註
釈

書
（
国
冨
喝
騨
）
で
あ
る
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
（
漢
訳
で
は
安
恵

煕
言
３
日
四
武
燥
と
さ
れ
る
が
、
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
で
は
最
勝
子
］
旨
砦
昌
国

の
作
と
す
る
）
の
梵
語
原
典
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
近
々
こ
れ
が
イ

ン
ド
よ
り
出
版
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
ま
た
チ

尋
へ
ヅ
ト
訳
に
、
最
勝
子
Ｑ
旨
名
貝
国
）
の
解
説
書
（
ぐ
昌
昌
合
冨
）

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
高
崎
正
芳
氏
「
阿
毘
達
磨
集
諭
に
つ
い
て
」

（
大
谷
学
報
三
六
、
二
）
、
同
氏
「
大
乗
阿
毘
達
磨
集
諭
及
び
雑
集
論

と
三
十
頌
安
恵
釈
の
関
連
に
つ
い
て
」
（
印
佛
研
四
’
一
）
な
ど
参
照

（
書
評
井
ノ
ロ
泰
淳
氏
〈
阿
毘
達
磨
集
論
〉
断
片
、
佛
教
学
研
究
ｚ
ｏ
ａ

服
部
正
明
氏
〈
少
ｇ
丘
冒
鄙
日
開
国
日
ｐ
ｏ
３
爵
↑
〉
、
佛
教
文
化
研
究
Ｚ
。
＆
）

側
「
噸
揚
聖
教
論
」

漢
訳
（
玄
英
訳
）
の
み
。
本
偶
も
釈
諭
も
無
着
の
作
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
本
書
の
「
成
無
性
品
」
の
別
訳
が
真
諦
訳
の
「
三
無
性

論
」
に
あ
た
り
、
宇
井
博
士
は
両
者
の
詳
細
な
対
照
研
究
を
お
こ

な
い
、
本
頌
を
無
着
、
釈
論
を
世
親
の
作
と
し
た
（
印
度
哲
学
研
究

第
六
）
。
ま
た
、
結
城
令
聞
博
士
も
、
釈
諭
を
世
親
の
作
と
す
る

（
「
世
親
唯
識
の
研
究
」
五
○
頁
）
・
本
書
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
な
い

が
、
中
観
学
派
の
清
弁
（
国
厨
ご
Ｐ
ぐ
き
の
一
畠
）
が
爺
伽
行
派
の
三
性

説
を
論
破
す
る
に
さ
い
し
、
本
書
の
「
成
無
性
品
」
の
第
一
偶
、

第
二
偶
、
第
十
偶
な
ど
に
見
ら
れ
る
三
性
説
を
あ
げ
る
と
こ
ろ
を
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見
る
と
、
注
目
さ
れ
た
諭
書
の
よ
う
で
あ
る
（
安
井
広
済
著
「
中
観

思
想
の
研
究
」
二
三
○
、
二
五
九
、
三
○
六
頁
）
。

⑩
「
六
門
教
授
習
定
論
」

漢
訳
（
義
浄
訳
）
の
み
。
本
偶
は
無
着
、
釈
論
は
世
親
の
作
。

従
来
、
あ
ま
り
研
究
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
本
書
の
国
訳
と
詳
細
な

註
記
と
が
宇
井
博
士
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
（
古
代
学
二
、
二
弓
．

］
弓
‐
畠
ご
。
な
お
、
安
惠
の
「
唯
識
三
十
頌
釈
論
」
の
最
後
部
に

本
書
の
第
三
偶
が
引
用
さ
れ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。

⑪
「
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
論
頌
」
角
尉
鼻
時
男
『
豐

冒
四
宮
弓
削
凹
日
詳
脚
冒
画
ｇ

ツ
ゥ
ッ
チ
教
授
に
よ
っ
て
梵
語
原
典
が
英
訳
を
つ
け
て
刊
行

（
言
．
○
『
切
巨
目
目
鼻
目
①
胤
切
ｇ
鼻
骨
』
詞
○
日
四
后
殿
）
さ
れ
て
い
る
。

本
書
に
た
い
す
る
「
世
親
釈
論
」
（
義
浄
訳
）
が
あ
り
、
ま
た
、

別
本
と
し
て
、
達
磨
笈
多
訳
の
「
金
剛
般
若
論
」
（
無
著
菩
薩
造
）
、

菩
提
流
支
訳
の
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
」
（
天
親
菩
薩
造
）
が
あ

る
。
ツ
ゥ
ッ
チ
教
授
の
発
表
が
新
し
い
が
、
本
書
に
つ
い
て
は
、

宇
井
博
士
「
金
剛
般
若
経
及
び
論
の
翻
訳
並
に
註
記
」
（
「
唯
心
の

実
践
」
所
収
）
、
同
博
士
「
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
刈
（
哲

学
４
）
」
を
参
照
。

⑫
「
順
中
論
」

漢
訳
の
み
。
中
諭
を
部
分
的
に
引
用
解
釈
し
た
小
論
で
あ
る
。

世
親
は
始
め
小
乗
佛
教
に
入
り
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
学
を
研
讃
し

一
‐
倶
舎
論
」
を
つ
く
っ
た
が
、
兄
無
着
の
教
誠
に
よ
っ
て
大
乗
の

唯
識
学
へ
転
向
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
千
部
の
論
主
と
い
わ
れ
、

著
作
が
は
な
は
だ
多
い
。
体
系
書
が
あ
り
、
註
釈
害
が
あ
り
、
論

破
の
害
が
あ
り
、
実
に
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
、
特
に
唯
識
に
か
ん
す
る
も
の
を
紹
介
す
る
。

⑩
「
大
乗
成
業
論
」
負
胃
日
騨
巴
＆
ご
‐
官
巴
畠
国
目
）

部
派
佛
教
の
各
種
の
業
論
を
批
判
し
て
、
佛
教
の
業
の
教
義
を
正

し
く
弁
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
倶
舎
論
か
ら
大
乗
唯
識
説
へ

の
世
親
の
転
入
の
段
階
を
示
す
重
要
諭
書
で
あ
る
。
梵
語
原
典
は

発
見
さ
れ
な
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
二
本
（
玄
英
訳
、
毘
目
智

仙
訳
）
と
が
存
し
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
善
恵
戒
命
屋
目
鼻
誌
二
画
）
の

註
釈
害
が
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
に
た
い
す
る
研
究
と
し
て

は
、
冒
聖
豐
蒟
の
印
呂
旨
○
勝
ｇ
ｇ
ｐ
１
Ｑ
ｐ
ご
ロ
①
の
眉
く
（
岳
患
）
に

掲
載
さ
れ
た
ラ
モ
ー
ト
教
授
の
Ｆ
①
句
己
散
号
冒
匠
○
蔚
号

ぐ
四
一
２
一
国
ロ
ロ
声
冒
・
嗣
胃
目
閉
丘
旦
冒
‐
胃
邑
冨
Ｈ
ｇ
四
（
フ
ラ
ン
ス
訳
と
研

究
）
が
あ
り
、
ま
た
、
向
田
永
静
氏
の
論
文
「
成
業
論
の
註
釈
的

研
究
」
（
宗
教
研
究
第
六
年
、
第
一
蝿
）
、
結
城
令
聞
博
士
の
研
究

（
「
世
親
唯
識
の
研
究
」
所
収
、
青
山
書
院
）
が
あ
る
。
ま
た
、
山
口

博
士
は
昭
和
二
十
六
年
に
ス
マ
テ
ィ
シ
ー
ラ
の
註
釈
を
邦
訳
し
還

。
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元
梵
語
を
つ
け
て
刊
行
し
た
（
「
世
親
の
成
業
論
‐
｜
、
法
蔵
館
）
。
（
書

評
安
井
広
済
〈
大
谷
学
報
〉
三
一
、
二
。
喝
．
閉
１
窓
勝
呂
信
勝
〈
古

代
学
〉
二
、
二
・
弓
自
爵
ｌ
］
龍
）

②
「
唯
識
二
十
論
」
（
ぐ
目
囲
は
厨
ぐ
言
苔
は
日
昇
国
国
隆
目
巨
）

外
教
や
小
乗
佛
教
の
実
在
論
的
立
場
を
論
破
し
て
、
唯
識
無
境

の
立
場
を
示
す
批
判
害
で
あ
っ
て
、
小
論
で
あ
る
が
、
唯
識
の
理

論
を
理
解
す
る
上
に
、
す
こ
ぶ
る
注
意
す
。
へ
き
も
の
で
あ
る
。
本

書
に
は
、
八
識
転
変
の
州
状
は
語
ら
れ
ず
、
ア
ー
ラ
ャ
識
と
い
う

言
葉
も
見
え
ず
、
詳
細
な
心
所
の
説
明
も
な
い
が
、
唯
識
と
い
う

考
え
方
の
根
本
的
な
態
度
を
学
ば
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
本
偶
と

釈
論
と
よ
り
成
る
が
、
い
ず
れ
も
世
親
の
作
で
あ
る
。
梵
語
原
典

は
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
イ
に
よ
っ
て
安
恵
の
「
唯
識
三
十
頌
釈
論
」

と
と
も
に
ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て
発
見
さ
れ
、
校
訂
出
版
さ
れ
た

（
ぐ
菅
沙
冒
目
弾
国
威
巴
目
目
、
冨
嵐
、
ご
闇
）
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
漢
訳

も
、
い
ず
れ
も
存
す
る
が
、
漢
訳
に
は
、
窪
曇
般
若
流
支
訳
、
真

諦
訳
、
玄
英
訳
の
三
訳
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
護
法
（
ご
冒
埼
白
煙
冨
冨
）

の
註
釈
書
で
あ
る
義
浄
訳
の
「
成
唯
識
宝
生
論
」
（
漢
訳
の
み
）
が

あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
調
伏
天
（
ぐ
旨
津
且
①
ご
ゅ
）
の
註
釈
が
つ

た
え
ら
れ
て
い
る
。
近
代
に
お
け
る
本
書
の
研
究
は
、
ド
・
ラ
・

ヴ
ァ
レ
ー
・
プ
ー
サ
ン
、
佐
々
木
月
樵
、
寺
本
椀
雅
、
明
石
恵
達

の
諸
教
授
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ

の
梵
本
の
刊
行
以
来
、
一
九
三
二
年
に
は
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
が

こ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
訳
し
（
巨
騨
威
己
四
口
×
宮
口
こ
ゞ
①
言
号
自
選
砂
筋
目
①

ぐ
］
蔵
Ｐ
も
武
冒
與
司
⑧
．
苛
四
Ｑ
ｐ
Ｏ
丘
Ｃ
ｐ
Ｑ
⑦
置
く
］
目
小
鼻
房
脚
鼻
旦
①
医
目
己
昌
‐

小
房
画
も
自
切
』
忌
箇
）
、
日
本
で
は
、
荻
原
雲
来
、
稲
津
紀
三
、
鈴

木
宗
忠
な
ど
の
各
教
授
の
邦
訳
・
研
究
が
発
表
さ
れ
、
近
く
は
、

宇
井
伯
寿
「
細
卿
唯
識
二
十
論
研
究
」
（
岩
波
書
店
）
、
山
口
益
「
唯

撒
二
十
論
の
原
典
解
明
」
（
「
世
親
唯
識
の
原
典
解
明
」
所
収
）
、
安
井

広
済
「
唯
識
二
十
論
講
義
」
（
真
宗
大
谷
派
安
居
、
昭
和
二
十
九
年
）

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
山
口
博
士
の
原
典
解
明
は
、
本
論
と
チ

康
ヘ
ッ
ト
訳
に
つ
た
わ
る
調
伏
天
（
ぐ
自
国
烏
ご
Ｐ
）
の
註
釈
と
の
邦

訳
で
あ
る
。
護
法
の
註
釈
害
で
あ
る
「
成
唯
識
宝
生
論
」
に
た
い

し
て
は
、
宇
井
博
士
が
詳
細
な
研
究
を
お
こ
な
っ
た
（
名
古
屋
大

学
文
学
部
研
究
論
集
昌
〉
乞
認
）
。
な
お
、
本
書
を
研
究
す
る
に
さ

い
し
、
富
貴
原
章
信
博
士
「
二
十
論
の
唯
識
義
」
（
大
谷
大
学
研
究

年
報
第
七
集
）
、
結
城
令
聞
博
士
の
「
唯
識
二
十
論
の
研
究
」
（
「
世

親
唯
識
の
研
究
」
所
収
、
青
山
書
院
）
は
、
原
典
的
な
研
究
で
は
な

い
が
、
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
り
、
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

③
「
唯
識
三
十
頌
」
（
弓
己
日
陰
厨
‐
ぐ
言
①
耳
目
部
国
圃
昌
国
）

解
深
密
経
に
始
ま
り
弥
勒
・
無
着
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
唯
識

学
説
の
大
綱
を
三
十
の
頌
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
、

識
転
変
（
く
言
習
〕
§
胃
］
圖
冒
煙
）
の
思
想
に
よ
っ
て
唯
識
の
学
説
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を
構
成
す
る
と
｝
」
ろ
に
特
色
を
も
っ
た
論
耆
で
あ
る
。
梵
語
原
典

チ
ベ
ッ
ト
訳
、
漢
訳
、
い
ず
れ
も
存
す
る
。
漢
訳
に
は
、
玄
英
訳

と
真
諦
訳
（
転
識
論
）
と
の
二
訳
が
あ
る
。
梵
語
原
典
は
安
恵
の

釈
論
（
国
冨
亀
騨
）
を
つ
け
て
唯
識
二
十
論
と
と
も
に
シ
ル
ヴ
ァ

ン
・
レ
ヴ
ィ
に
よ
っ
て
校
訂
刊
行
せ
ら
れ
、
高
楠
・
荻
原
両
博
士

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
邦
訳
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
従
来
、
三
十
頌

の
唯
一
の
釈
諭
で
あ
っ
た
護
法
を
正
義
と
す
る
漢
訳
「
成
唯
識
論
」

の
講
学
に
新
た
な
批
判
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
本

書
に
た
い
し
て
、
直
接
、
間
接
、
種
々
の
研
究
が
出
た
。
海
外
で

は
↑
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
の
フ
ラ
ン
ス
訳
、
ヤ
コ
ー
ビ
の
ド

イ
ツ
訳
（
礫
巨
斥
唱
昇
岳
隠
）
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
の
ド
イ
ツ
訳

（
国
の
己
冒
忌
圏
）
が
あ
り
、
日
本
で
は
、
稲
津
紀
三
教
授
「
世
親
唯

識
の
根
本
的
研
究
」
（
大
東
出
版
社
）
、
鈴
木
宗
忠
教
授
「
世
親
に

お
け
る
唯
識
哲
学
の
展
開
」
（
佛
教
研
究
六
、
一
）
、
寺
本
腕
雅
教

授
「
梵
蔵
漢
和
四
訳
対
照
・
安
恵
造
・
唯
識
三
十
論
疏
」
（
大
谷

大
学
、
昭
和
八
年
）
、
明
石
恵
達
教
授
「
梵
蔵
対
校
・
安
恵
造
・
唯

識
三
十
頌
釈
（
龍
谷
学
報
い
鵠
ｌ
学
路
）
鶴
Ｐ
鶴
巳
が
注
意
さ
れ

る
。
ま
た
、
戦
後
で
は
、
宇
井
博
士
「
安
恵
護
法
・
唯
識
三
十
頌

釈
論
」
（
岩
波
、
昭
和
二
十
七
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
つ
づ
い
て
、
野

沢
静
証
博
士
「
唯
識
三
十
論
の
原
典
解
明
」
（
「
世
親
唯
識
の
原
典

解
明
」
所
収
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
野
沢
博
士
の
原
典
解
明
は
、
安

恵
の
註
釈
の
み
な
ら
ず
、
チ
、
ヘ
ヅ
ト
訳
に
つ
た
わ
る
調
伏
天
の
復

註
を
も
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
長
沢
実
導
博
士
の
「
梵

蔵
対
照
・
唯
識
三
十
頌
語
彙
」
（
大
正
大
学
紀
要
四
○
）
も
注
意

さ
れ
る
。
な
お
、
結
城
令
聞
博
士
の
「
唯
識
三
十
頌
の
背
景
思
想

と
造
頌
に
つ
い
て
の
梗
概
」
（
「
世
親
唯
識
の
研
究
」
所
収
）
は
、
関

係
文
献
を
数
多
く
あ
げ
た
考
証
研
究
で
あ
っ
て
、
研
究
に
稗
益
す

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
三
十
頌
の
研
究
に
さ
い
し
て
は
、
古

来
の
「
成
唯
識
諭
」
の
講
学
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
深
油
正
文
博
士
「
唯
識
学
研
究
」
（
上
下
、

永
田
文
昌
堂
）
、
富
貴
原
章
信
博
士
「
護
法
宗
唯
祇
考
」
（
法
蔵
館
）

な
ど
は
、
座
右
す
。
へ
き
書
で
あ
ろ
う
。

側
「
大
乗
五
澗
諭
」
（
固
昌
ｏ
騨
吻
冨
目
ｇ
‐
日
蝕
富
国
目
）

色
、
受
、
想
、
行
、
激
の
五
洲
の
一
々
に
簡
潔
な
定
義
を
ほ
ど

こ
し
た
も
の
。
小
肺
で
あ
る
が
、
准
誠
説
に
お
け
る
心
所
の
説
明

を
知
る
上
に
注
意
す
べ
き
諭
耆
で
あ
る
。
梵
語
原
典
は
発
見
さ
れ

な
い
が
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
と
が
存
す
る
。
な
お
、
本
書
に
た
い

す
る
註
釈
書
と
し
て
、
安
恵
の
「
大
乗
広
五
瀧
論
」
（
漢
訳
と
チ
、
ヘ

ッ
ト
訳
と
が
あ
る
）
が
あ
り
、
そ
の
他
、
さ
ら
に
、
チ
《
、
ヘ
ッ
ト
訳

に
、
徳
光
（
○
月
四
目
号
冒
）
、
月
称
（
。
②
且
］
巴
自
は
）
、
地
親

（
切
目
日
旨
四
昌
彦
ロ
）
の
註
釈
書
が
存
す
る
。
本
書
に
た
い
す
る
研

究
と
し
て
は
、
清
井
義
雄
氏
「
蔵
文
五
語
論
和
訳
」
（
マ
ュ
ー
ラ
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三
、
大
谷
大
学
聖
典
語
学
会
昭
和
十
年
）
、
ぐ
．
ぐ
．
○
○
］
合
巴
①
〈
門
胃

も
目
８
禺
勲
ロ
ロ
ロ
四
目
ゞ
ぐ
閉
口
ず
ぃ
ご
巳
昌
四
国
ロ
詳
印
８
目
白
①
ロ
菌
ご

ず
ぐ
煕
買
忌
日
卸
画
』
団
匿
い
ロ
・
胃
戸
閏
○
Ｈ
討
貝
昌
局
＄
①
閏
の
旨
胃
目
‐

黒
岸
具
①
』
ぐ
巳
々
〆
ぐ
旨
．
ｇ
再
三
岳
雪
〉
、
山
口
益
博
士
「
月
称

造
五
穂
論
に
お
け
る
慧
の
心
所
の
解
釈
」
（
金
倉
博
士
古
稀
記
念
印

度
学
佛
教
学
論
集
層
．
忠
甲
隠
ご
が
注
意
さ
れ
る
。

⑤
「
三
性
論
偶
」
（
弓
凰
ゆ
く
号
冨
く
ゅ
‐
凰
己
①
笛
）

遍
計
所
執
性
、
依
他
起
性
、
円
成
実
性
の
三
性
の
学
説
を
述
べ

た
も
の
。
三
十
三
偶
の
小
論
で
あ
る
が
、
世
親
の
三
性
説
を
知
る

上
に
注
意
す
べ
き
諭
書
で
あ
る
。
漢
訳
は
存
し
な
い
。
し
か
し
、

シ
ル
ヴ
ァ
ン
。
レ
ヴ
ィ
が
一
九
二
八
年
に
ネ
。
ハ
ー
ル
で
梵
本
を
発

見
し
、
山
口
博
士
が
こ
れ
を
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
対
照
し
邦
訳
し
た
。

（
「
世
親
造
三
性
論
偶
の
梵
蔵
本
及
び
そ
の
註
釈
的
研
究
」
宗
教
研
究
、

新
八
、
三
）
。
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
、
さ
ら
に
龍
樹
に
帰
せ

ら
れ
る
別
訳
（
北
京
影
印
圏
浅
）
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
む
し
ろ
梵

本
に
近
い
の
で
、
プ
ー
サ
ン
教
授
が
二
種
類
の
チ
今
ヘ
ッ
ト
訳
を
対

照
し
た
校
訂
梵
文
と
フ
ラ
ン
ス
訳
と
を
発
表
し
た
ｅ
康
冒
凹
掲
の
⑳

呂
冒
ｏ
耐
鼻
９
口
目
巨
名
の
⑳
目
．
忌
圏
‐
ご
路
）
。
な
お
、
本
書
に
は
、

ム
ヶ
ル
ジ
ー
教
授
の
英
訳
・
索
引
を
附
し
た
出
版
が
あ
る
（
ぐ
尉
昇
国
‐

国
盲
目
ご
艀
凰
①
の
．
ｚ
ｏ
吟
。
巴
２
＃
四
ｓ
＄
詳
し
く
は
、
山
田
龍
城
著

「
梵
語
文
典
諸
文
献
」
や
届
⑤
参
照
）
。
ま
た
、
本
書
に
は
、
寺
本
腕

雅
教
授
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
よ
り
の
邦
訳
も
あ
る
（
「
安
恵
造
・
唯
識
三

十
諭
疏
」
所
収
）
。

⑥
「
中
辺
分
別
論
」

⑦
「
大
乗
荘
厳
経
論
」

⑧
「
法
法
性
分
別
論
」

⑨
「
摂
大
乗
論
釈
」

⑩
「
六
門
教
授
習
定
論
」

⑪
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
」

右
の
七
つ
の
諭
書
に
つ
い
て
は
、
先
に
ふ
れ
た
の
で
、
こ
こ
で

は
述
べ
な
い
。

⑫
「
釈
軌
諭
」
（
ぐ
制
斥
け
箇
冒
戸
ｇ

経
典
を
解
釈
す
る
法
軌
を
説
い
た
も
の
。
か
な
り
大
部
の
諭
書

で
あ
る
。
梵
語
原
典
、
漢
訳
、
い
ず
れ
も
つ
た
わ
ら
ず
、
チ
ゞ
ヘ
ッ

ト
訳
と
、
こ
れ
に
た
い
す
る
徳
恵
（
の
ロ
９
日
四
ｓ
の
チ
ー
、
ヘ
ッ
ト

訳
の
註
釈
害
「
釈
軌
論
註
疏
ぐ
鼠
丙
耳
目
巳
島
‐
巳
ａ
」
が
つ
た

わ
る
の
み
で
あ
る
。
従
来
、
内
容
の
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
論

害
で
あ
る
が
、
山
口
博
士
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
た

（
「
世
親
の
釈
軌
論
に
つ
い
て
」
日
本
佛
教
学
会
年
報
二
五
号
。
「
大
乗
非

佛
説
諭
に
対
す
る
世
親
の
論
破
ｌ
釈
軌
論
第
四
章
に
対
す
る
一
解
題
」

東
方
学
報
、
第
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
、
所
収
）
。

⑬
「
縁
起
経
釈
」
（
国
臼
威
ご
勝
四
日
目
冨
目
‐
ぐ
冨
昏
葛
）
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「
縁
起
経
」
（
大
正
二
一
四
）
に
た
い
す
る
註
釈
。
ツ
ゥ
ッ
チ

教
授
に
よ
っ
て
僅
か
の
梵
文
断
片
が
公
表
さ
れ
て
い
る
（
胃
Ｐ
ゆ

ら
ぎ
喝
＆
旨
＆
鴎
）
。
漢
訳
は
存
し
な
い
。
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト

訳
が
あ
り
、
こ
れ
に
た
い
す
る
詳
細
な
徳
恵
の
復
釈
「
縁
起
初
分

分
別
広
疏
」
が
つ
た
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
高
田
仁
覚
教
授
に

よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
（
「
縁
起
の
初
分
合
国
画
ｑ
儲
倉
冒
耳
目
目
目

縁
起
初
義
〉
に
関
す
る
世
親
と
徳
恵
と
の
解
釈
」
印
度
学
佛
教
学
七
、
一
）
・

ま
た
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
教
授
は
本
書
を
ド
イ
ツ
訳
し
た
（
疹
口
い

く
ゆ
め
ｐ
ご
色
口
包
匿
ロ
《
《
肉
○
冒
目
曾
昇
ｐ
吋
園
ロ
ョ
⑳
国
威
四
ぐ
○
目
色
ウ
面
鯉
口
哩
鴨
ご

両
』
再
降
巴
５
口
》
》
〕
己
蔚
己
冒
さ
、
ｏ
も
目
①
Ｑ
①
め
国
口
（
筐
冨
唖
目
ｐ
い
》
国
①
ユ
旨
忌
認
〕

ロ
ロ
．
』
“
ｌ
』
ぬ
）
。

こ
の
他
、
世
親
に
は
、
「
大
乗
百
法
明
門
論
」
（
漢
）
、
「
十
地

経
論
」
（
漢
蔵
）
、
「
無
尽
意
所
説
広
註
」
（
蔵
）
、
「
普
賢
行
願

註
」
（
蔵
）
、
「
無
量
寿
経
優
波
提
舎
」
（
漢
）
、
「
文
殊
師
利
菩
薩

問
菩
提
経
論
」
（
漢
蔵
）
、
「
聖
四
法
解
説
」
（
蔵
）
、
「
勝
思
惟
梵

天
所
間
経
論
」
（
漢
）
、
「
法
華
経
論
」
（
漢
）
、
「
佛
性
論
」
（
漢
）
、

「
止
観
門
諭
頌
」
（
漢
）
、
「
如
実
論
」
（
漢
）
、
「
戒
謹
」
曽
冨
菌
‐

凰
冨
昏
四
（
蔵
）
、
「
摂
頌
」
①
昇
冨
留
日
唱
昌
画
（
蔵
）
、
「
佛
随
念

広
註
」
（
蔵
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
の

如
き
名
著
が
あ
る
。

唯
識
の
学
説
は
世
親
に
い
た
っ
て
大
成
し
た
が
、
世
親
以
後
は
、

多
く
の
論
師
が
輩
出
し
て
、
無
着
・
世
親
の
諭
吉
に
註
釈
を
加
え
、

あ
る
い
は
、
学
説
を
組
織
し
、
諭
伽
行
派
と
し
て
発
展
し
た
。
こ

れ
ら
の
中
、
そ
の
名
が
知
ら
れ
、
か
つ
著
作
が
現
存
し
て
重
要
と

見
ら
れ
る
諭
師
は
、
陳
那
（
冒
目
攪
秒
）
、
徳
恵
（
○
目
騨
日
湧
ｇ
、

無
性
（
毎
ｍ
ご
号
目
ぐ
圏
）
、
安
恵
（
煕
冒
３
日
四
ｓ
、
徳
光
（
○
口
目
‐

胃
号
冒
）
、
護
法
ｅ
ｇ
Ｈ
目
目
巴
四
）
、
戒
賢
（
留
置
目
且
国
）
、
最

勝
子
（
］
旨
名
具
国
）
、
調
伏
天
（
ぐ
旨
詳
且
の
ぐ
ぃ
）
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
爺
伽
行
派
に
は
、
有
相
唯
識
派
（
段
冨
国
ぐ
且
冒
）
と

無
相
唯
識
派
（
ｚ
園
．
厨
国
ぐ
且
冒
）
と
の
二
流
派
が
あ
っ
て
、
陳

那
、
無
性
、
護
法
、
戒
賢
、
最
勝
子
は
前
者
に
ぞ
く
し
、
徳
恵
、

安
恵
、
徳
光
（
？
）
、
調
伏
天
は
後
者
に
ぞ
く
す
る
。
こ
の
二
流

派
に
つ
い
て
は
、
山
口
益
博
士
「
中
観
派
に
お
け
る
中
観
説
の
綱

要
害
」
（
大
谷
大
学
研
究
年
報
、
第
二
輯
）
、
菅
沼
晃
氏
「
寂
護
の
識

論
」
（
東
洋
大
学
紀
要
、
文
学
部
篇
、
第
十
八
集
）
を
参
考
す
る
と
よ

い
・

有
相
唯
識
派
の
始
め
を
な
す
陳
那
ｅ
罫
昌
彊
ら
？
』
ｇ
服
部

正
明
氏
は
ミ
？
畠
つ
と
す
る
）
は
、
イ
ン
ド
論
理
学
史
上
に
新
因

明
説
を
大
成
し
た
学
匠
で
あ
っ
て
、
「
集
量
論
」
（
勺
園
目
曽
国
笛
‐

ヨ
ロ
８
四
葛
Ｉ
ぐ
員
は
）
な
ど
の
論
理
学
の
著
作
が
あ
り
、
ま
た
、
八

e
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千
頌
般
若
の
要
義
を
ま
と
め
た
「
円
集
要
義
諭
」
（
勺
国
言
苔
胃
凹
‐

日
詳
単
色
且
胃
普
煙
）
の
如
き
著
作
も
あ
り
、
唯
識
説
に
か
ん
し
て

は
「
観
所
縁
縁
諭
」
（
陛
煙
日
冨
ロ
苔
肖
民
私
）
の
如
き
注
目
す
べ

き
著
作
が
あ
る
。
な
お
、
掌
中
論
（
国
農
冨
鼠
旨
冒
鳥
肖
煙
口
四
く
ロ
‐

計
は
解
捲
諭
）
は
、
漢
訳
で
は
陳
那
の
著
作
と
さ
れ
る
が
、
チ
。
ヘ

ッ
ト
訳
で
は
聖
提
婆
（
シ
ｑ
口
‐
己
①
ぐ
ゅ
）
の
著
作
と
さ
れ
て
い
る
。

本
書
に
つ
い
て
は
、
ト
ー
マ
ス
教
授
と
宇
井
博
士
の
研
究
（
胃
酔
い

岳
屍
）
が
あ
り
、
長
沢
実
導
博
士
の
「
漢
訳
二
木
対
照
チ
ベ
ッ
ト

訳
手
量
論
註
和
訳
」
（
智
山
学
報
第
四
輯
）
が
あ
る
。
陳
那
の
著
作

に
つ
い
て
は
、
宇
井
博
士
「
陳
那
著
作
の
研
究
」
（
岩
波
書
店
）
に

詳
し
い
。
な
お
、
「
集
量
論
」
を
始
め
と
す
る
佛
教
論
理
学
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
武
邑
尚
邦
、
北
川
秀
則
、
梶
山
雄
一
、
服
部
正

明
、
戸
崎
宏
正
な
ど
の
各
氏
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。
「
観

所
縁
縁
論
」
は
、
極
微
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
認
識
の
対
象
（
所

縁
）
を
論
破
し
て
、
所
縁
が
唯
識
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
も
の
で

唯
識
説
の
構
造
を
う
か
が
わ
し
め
る
重
要
な
諭
書
で
あ
る
。
梵
語

原
典
は
発
見
さ
れ
な
い
が
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
二
本
（
真
諦
訳

と
玄
英
訳
）
と
が
存
し
、
ま
た
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
調
伏
天
の
註
釈

害
、
漢
訳
に
護
法
の
註
釈
害
で
あ
る
「
観
所
縁
縁
論
釈
」
が
存
す

る
。
本
書
に
た
い
す
る
研
究
と
し
て
は
、
本
論
を
調
伏
天
の
註
釈

と
と
も
に
邦
訳
し
還
元
梵
文
を
つ
け
た
山
口
益
博
士
の
「
観
所
縁

論
の
原
典
解
明
」
（
「
世
親
唯
識
の
原
典
解
明
」
所
収
）
が
、
新
し
い
。

研
究
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
イ
も
同
書
に
詳
し
い
。

陳
那
の
系
統
に
ぞ
く
す
る
無
性
（
勝
ぐ
四
ｇ
習
四
）
に
「
大
乗
荘

厳
経
論
」
の
註
釈
と
「
摂
大
乗
論
」
の
註
釈
が
あ
る
こ
と
は
、
さ

き
に
指
燗
し
た
。
ま
た
、
こ
の
系
統
の
誰
法
（
ロ
冒
尉
目
苔
巴
口

困
？
設
二
に
「
成
唯
識
宝
生
諭
」
、
「
成
唯
識
論
」
、
「
観
所
縁
縁

論
釈
」
の
三
害
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
護
法
に
は
、
こ
の
他
、

聖
提
婆
の
「
四
百
論
」
に
註
釈
し
た
「
広
百
諭
釈
論
」
の
如
き
著

作
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
護
法
の
著
作
が
い
ず
れ
も
漢
訳

の
み
に
つ
た
わ
り
、
梵
語
原
典
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
欠
く
の
は
、
ど

の
よ
う
な
事
情
の
た
め
か
わ
か
ら
な
い
が
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ

る
。
し
か
し
、
護
法
の
教
学
は
玄
腱
に
よ
っ
て
中
国
に
つ
た
わ
り
法

相
宗
と
し
て
発
展
し
た
。
戒
賢
（
凶
］
号
冨
号
四
認
？
霞
巴
は
護

法
の
弟
子
で
「
佛
地
経
論
」
（
切
目
号
昏
目
目
目
鼻
耳
目
四
）
を

作
っ
た
。
本
書
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
と
が
存
し
、
西
尾
京

雄
教
授
の
邦
訳
・
研
究
が
あ
る
（
「
佛
地
経
諭
の
研
究
」
破
塵
閻
、
昭

和
十
五
年
）
。
ま
た
、
「
琉
伽
師
地
論
」
「
阿
毘
達
磨
集
諭
」
に
註

釈
を
作
っ
た
最
勝
子
（
］
旨
ｇ
昇
国
）
も
護
法
の
弟
子
と
つ
た
え

ら
れ
る
。

無
相
唯
識
派
の
始
め
を
な
す
徳
恵
（
の
目
、
冒
秒
丘
）
に
「
釈
軌

論
註
疏
」
｜
‐
縁
起
初
分
分
別
広
疏
」
が
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
つ
た
わ
る
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こ
と
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
。
か
れ
は
ま
た
、
倶
舎
論
に
註
し

「
随
相
論
」
（
漢
）
を
作
っ
た
。
安
恵
（
煕
巨
国
目
鼻
］
ｓ
Ｐ
圏
Ｐ

臼
？
矧
○
と
い
う
説
も
あ
る
）
は
徳
恵
の
弟
子
で
、
「
大
乗
荘

厳
経
論
」
「
中
辺
分
別
論
」
「
阿
毘
達
磨
集
論
」
「
唯
識
三
十
頌
」

「
五
瀧
論
」
に
註
釈
を
作
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
。
ま

た
、
か
れ
は
、
「
大
宝
積
経
論
」
（
漢
、
蔵
）
「
倶
舎
諭
実
義
疏
」

（
蔵
）
を
作
っ
た
。
か
れ
は
多
く
の
註
釈
書
を
作
っ
た
重
要
な
無

相
唯
識
派
の
論
師
で
あ
る
。
徳
光
（
⑦
目
騨
胃
号
冨
）
に
「
五
瀧

論
釈
」
「
菩
薩
地
註
」
「
菩
薩
戒
品
疏
」
の
著
作
が
あ
る
こ
と

は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
。
か
れ
に
つ
い
て
は
、
豊
原
大
成
氏
「
徳

光
論
師
の
教
学
に
就
て
」
（
印
佛
研
一
○
、
二
）
を
参
照
。
調
伏
天

（
司
昌
冨
号
ぐ
四
＄
？
弓
ｅ
は
安
恵
の
系
統
を
引
き
か
れ
が
世

親
の
「
唯
識
二
十
論
」
、
安
恵
の
「
唯
識
三
十
頌
釈
肺
」
に
そ
れ

ぞ
れ
註
釈
し
た
こ
と
、
さ
き
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、

か
れ
に
は
因
明
に
か
ん
す
る
釈
諭
も
あ
る
。

こ
の
他
、
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
に
註
釈
を
作
っ
た
智
吉
祥

（
］
目
ロ
鼠
国
）
、
利
他
賢
（
勺
肖
“
ご
冨
匡
〕
且
３
）
、
「
五
湘
諭
」
に

註
釈
を
作
っ
た
地
親
（
、
冒
目
盲
目
目
）
、
「
成
業
論
」
に
註
釈

を
作
っ
た
善
恵
戒
（
習
昌
鼻
働
盲
）
な
ど
、
い
づ
れ
も
こ
れ
ら
は

爺
伽
行
派
の
後
期
の
学
匠
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
の
唯
識
佛
教
に
か
ん
す
る
文
献
乃
至
文
献
研
究
の
注
意

す
や
へ
き
も
の
は
、
お
よ
そ
以
上
の
如
き
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
唯
識
佛
教
の
教
義
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
勉
強
し

て
い
け
ば
よ
い
か
。
唯
識
に
か
ん
す
る
何
か
便
利
な
参
考
書
は
な

い
か
。
こ
う
い
う
声
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
、

正
直
に
い
っ
て
、
イ
ン
ド
の
唯
識
佛
教
は
文
献
学
的
に
も
思
想
的

に
も
一
憩
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
完
全

な
も
の
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
最
近
で
は
、

講
座
佛
教
Ⅲ
「
イ
ン
ド
の
佛
教
」
（
大
蔵
出
版
）
、
講
座
東
洋
思
想

５
「
佛
教
思
想
Ｉ
」
（
東
京
大
学
出
版
会
）
に
お
さ
め
ら
れ
る
勝
呂

信
静
氏
の
論
文
あ
る
い
は
、
上
田
義
文
博
士
の
「
唯
識
思
想
入

門
」
（
永
田
文
昌
堂
）
な
ど
は
手
引
き
と
な
ろ
う
。
戦
前
の
も
の
で

は
、
福
井
威
磨
著
「
世
親
唯
識
の
根
本
義
」
（
東
京
、
昭
和
十
年
）

は
良
書
で
あ
る
。
ま
た
、
結
城
令
聞
博
士
「
唯
識
の
思
想
と
歴

史
」
（
大
法
輪
閣
）
は
、
分
り
や
す
い
。

専
門
言
と
し
て
は
、
ま
ず
、
結
城
令
聞
博
士
「
心
意
識
諭
よ
り

見
た
る
唯
識
思
想
史
」
（
東
方
文
化
学
院
、
昭
和
十
年
）
、
水
野
弘
元

博
士
「
心
識
論
と
唯
識
説
の
発
達
」
（
「
佛
教
の
根
本
真
理
」
宮
本
正

尊
編
、
所
収
）
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。
は
じ
め
に
一
言
し

三
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た
よ
う
に
＄
唯
識
佛
教
は
ア
ピ
ダ
ル
マ
佛
教
の
心
識
説
や
業
説
の

発
展
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
研
究
に
こ
こ
ろ
ざ
す
も
の
は
、
こ
れ

ら
の
害
に
よ
っ
て
、
ま
ず
、
唯
識
思
想
の
源
流
を
さ
ぐ
る
。
へ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
の
方
面
で
は
、
勝
又
俊
教
博
士
「
佛
教
に
お
け
る
心

識
説
の
研
究
」
（
山
喜
房
）
が
、
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
好
著
で
あ

る
。
ま
た
、
赤
沼
智
善
教
授
「
佛
教
に
於
け
る
物
と
心
」
（
「
佛
教

教
理
之
研
究
」
所
収
）
は
、
是
非
一
読
を
す
す
め
た
い
良
書
で
あ
る
。

次
に
、
無
着
・
世
親
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
唯
識
説
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
先
に
も
指
示
し
た
よ
う
に
、
宇
井
博
士
の
「
摂
大
乗
諭
研

究
」
「
印
度
哲
学
研
究
第
六
」
が
あ
り
、
結
城
博
士
の
「
世
親
唯

識
の
研
究
」
が
あ
る
。
結
城
博
士
の
研
究
は
、
か
な
り
漢
訳
に
か

た
よ
っ
た
研
究
で
あ
る
が
、
客
観
的
な
方
法
の
研
究
と
し
て
注
意

さ
れ
る
。
ま
た
、
稲
津
紀
三
教
授
「
世
親
唯
識
の
根
本
的
研
究
」

（
大
東
出
版
社
）
、
田
中
順
照
博
士
「
空
観
と
唯
識
観
」
（
永
田
文
昌

堂
）
は
、
思
索
の
あ
と
の
示
さ
れ
た
す
ぐ
れ
た
著
作
で
あ
る
。
ま

た
、
さ
き
に
も
指
示
し
た
が
、
宇
井
博
士
の
漫
鑑
唯
識
一
二
十
頌

釈
論
」
、
山
口
野
沢
両
博
士
に
よ
る
「
世
親
唯
識
の
原
典
解
明
」

（
書
評
安
井
広
済
〈
古
代
学
５
，
２
〉
）
は
、
原
典
の
翻
訳
・
研
究

と
し
て
見
逃
せ
な
い
貴
重
な
参
考
書
で
あ
る
。

唯
識
思
想
の
研
究
と
し
て
は
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
を
中
心
と
す
る
心

識
説
や
業
説
の
研
究
よ
り
も
、
む
し
ろ
初
学
者
は
、
唯
識
無
境
を

語
る
「
唯
識
二
十
論
」
や
、
三
性
説
を
中
心
と
す
る
「
中
辺
分
別

論
」
の
如
き
諭
書
の
研
究
を
、
さ
き
に
お
こ
な
う
の
が
よ
い
か
も

知
れ
な
い
。
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
研
究
は
、
唯
識
思
想
の
最
も
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
と
か
く
微
に
い
り
細
を
う
が
っ
た
八
識
転
変

の
心
理
分
析
の
学
に
お
ち
い
り
や
す
い
。
初
学
者
は
、
唯
識
二
十

論
や
中
辺
分
別
論
に
よ
っ
て
、
ま
ず
、
唯
識
思
想
の
哲
学
的
立
場

や
思
想
史
的
立
場
を
う
か
が
う
の
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
「
究
寛
一
乗
宝
性
論
」
に
見
ら
れ
る
如
来
蔵
思
想
も
、
唯
識

思
想
の
展
開
と
し
て
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

唯
識
佛
教
の
研
究
は
、
中
観
佛
教
に
く
ら
ゞ
へ
て
、
研
究
が
多
方

面
に
わ
た
る
の
で
、
研
究
論
文
も
多
い
。
研
究
に
こ
こ
ろ
ざ
す
も

の
が
、
各
種
の
研
究
雑
誌
に
目
を
く
ば
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
唯
識
佛
教
を
研
究
し
よ
う

と
す
る
か
ぎ
り
、
梵
語
や
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
の
学
習
が
必
修
で
あ
る
こ

と
も
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
研
究
者
は
、
梵
語
や
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
の

原
典
を
自
ら
読
む
覚
悟
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
ド
の
唯
識

佛
教
の
研
究
は
、
今
後
さ
ら
に
、
文
献
研
究
と
思
想
研
究
と
が
あ

ゅ
ま
っ
て
、
す
す
め
ら
れ
て
い
く
て
あ
ろ
う
。
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